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品質方針 
●経営の基本    常磐開発グループは、「一山一家」の精神の基、変化する社会の中にあっても、常に顧客から選択してもらえる企業グループを目指し、 
的考え方    もって安定した収益基盤を築くことにより、社会（顧客）、社員の期待に応える。 

           １．常磐開発グループは、売上（完工）・収益の堅持のため建設事業を基盤事業としながら、それぞれが持つ特性を生かした関連事業を 
拡大する。 

          ２．常磐開発グループは、連結経営の安定化を目指し、自立と連帯のために個別技術を総合的に発揮出来る体質をつくりあげる。 
          ３．常磐開発グループは、顧客志向を掘り下げ、「誠意と技術」に徹する技術者集団をつくりあげる。 
          ４．常磐開発グループは、常に業務の合理性を追求し、前向きの姿勢で、体質改善を図る。 
          ５．常磐開発グループは、コンプライアンスを遵守し、社会規範及び企業倫理に則した企業活動を実現する。 
          ６．常磐開発グループは、地球環境への負荷を軽減し、環境に配慮した経営を実践する。 

もって、更に開かれた経営を目指し、 “総親和、総努力” を基本に良き “社風” “ブランド” をつくりあげる。 

 
 ●今次中期計    常磐開発グループにおいては、各々が持つ特性とグループ全体の総合力を活かし、いかなる環境の変化にも柔軟に対応しうる企業集団を 

画のねらい   創り上げるため、事業構造の充実と転換に取り組む。そのために、「５年先、１０年先の会社のあるべき姿を想像し、まずは、この３年で 
何をしなければならないのか」を切り口に組織体制・体質の強化に取り組むこととする。 

 
 ●今次中期計画 Ⅰ．常磐開発グループ 
  の重点施策   目標達成に向け、それぞれが経営力を発揮し、グループの総合力を高める。 
          １．組織体制・体質強化による経営力の向上 

２．グループ経営によるシナジーの創出 
３．人材の育成と確保 
４．DXの推進 

 
         Ⅱ．常磐開発 

１． 営業機能の強化 
   ＊既存顧客を受注の基礎ベースとしながら、営業体制の充実とエリア特性を生かした営業機能の強化を図り、新規顧客を拡大する。 
    また、グループ売上拡大のため、シナジーを創出する。 
２． 建設事業の体制・体質の強化 
   ＊技術者集団としてのスキルアップを図り、品質・価格競争に勝てる体制を構築する。 

         ３．環境事業の強化・拡大 
            ＊経営資源の投資により部門の体質を強化し、調査・分析業務を拡大するとともに廃棄物処理業務の維持・強化を図る。 
         ４．管理機能の強化 
            ＊企業価値向上のため、組織体制・体質・ガバナンスの強化を図る。 

 
●２０２６年度   今年度の受注環境は、公共事業については、引き続き国土強靭化事業やインフラ施設の長寿命化対策事業などがあり、民間企業でもハワ 

イアンズのバリューアップ投資など将来を見据えた設備投資が期待され堅調に推移するものと予測されます。このような環境下において、 
会社の未来を見据え、持続的成長を確かなものにするため、人財確保・育成に取り組み、建設事業の堅持と環境事業の成長を促進させてい 
くことが、最重要課題であると考えております。また、生産性を高めるため、業務の省力化・効率化を各々が常に意識し、DXも考慮しな 
がら部門として実行に移し、働き方改革を進めていきましょう。 
安全については、「連続無災害日数２０００日」を目指して、全社員が危険に対する感度を研ぎ澄まし、不安全行動を排除し、常に基本に 

立ち返り、安全管理にあたってまいりましょう。そして、法令順守・企業倫理の徹底を図り、内部統制システムをしっかりと機能させてま 
いりたいと思います。 
 個々の職責と組織の役割をしっかり機能させ、第１２次中期経営計画最終年度の目標達成に向け、全社員一丸となって頑張ってまいりま 
しょう。 
１．建設事業の堅持と環境事業の成長・拡大により経営基盤の強化を図る。 
２．常に基本に立ち返り、年度内無事故・無災害を達成する。 

          ３．人財確保・育成の促進により、組織力の強化を図る。 
          ４．働き方改革と健康経営を促進する。 
          ５．内部統制システムを有効に機能させる。 

 


